
編

集

後

記

▼
高
校
生
会
議
を
取
材
。将
来

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
高

校
生
た
ち
の
姿
が
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。令
和
５
年
度
は
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
粗
大
ご

み
収
集
受
付
機
能
を
追
加
し
、

通
報
機
能
も
拡
張
し
て
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。時
代
の
波
に
つ
い
て

行
け
る
よ
う
に
、私
も
負
け
ず

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
。（
高
橋
）

▼
と
よ
ま
凧
あ
げ
大
会
を
取

材
。私
が
小
学
生
だ
っ
た
時
に

授
業
で
手
作
り
し
た
た
こ
を
思

い
出
し
ま
し
た
。好
き
な
デ
ザ

イ
ン
に
で
き
る
と
の
事
で
、ク

ラ
ス
メ
イ
ト
が
工
夫
を
凝
ら
す

な
か
、私
は
自
分
の
名
前
を
大

き
く
書
い
た
だ
け
で
し
た
。今

思
え
ば
、か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト

を
描
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し

て
い
ま
す
。（
木
戸
浦
）

▼
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
咲
い
た
と

思
っ
た
ら
雪
が
降
り
、冬
と
春

を
行
っ
た
り
来
た
り
。桜
の
写

真
を
見
な
が
ら
、新
し
い
季
節

の
訪
れ
を
心
待
ち
に
す
る
日
々

で
し
た
。と
こ
ろ
で
渡
邊
は
葛

藤
の
末
、老
眼
鏡
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。「
小
さ
い
文
字
が
見
え

る
！
」こ
れ
で
仕
事
が
今
ま
で

よ
り
捗は

か
ど

る
は
ず
？（
渡
邊
）

　「キャンドルの火を眺めると気持ちが落ち着き、
ゆったりとした時間を過ごすことができるんで
す」と話す鈴木さん。キャンドル工房「すずきャン
ドル」で作品を制作。やさしさを感じさせる淡い色
合いと、なめらかな質感の作品は、見る人の気持ち
を穏やかにする。
　鈴木さんがキャンドル職人を志したのは10年
程前。キャンドルを手作りするイベントに参加し、
オレンジ色の火がやわらかく揺らぐ様子に魅了さ
れたことをきっかけに、キャンドルインストラク
ターの資格を取得し、作品の制作を始めた。「全て
の工程を手作業で制作していて、表面にきれいな
つやが出るように、材料の配合や作り方を工夫し
ています」とこだわりを話す。

　公民館やイベントの場でキャンドル作り体験の
講師を務めることも多く、クリスマスやハロウィ
ンなどは時節に合わせた企画を用意して楽しんで
もらっている。「フルーツ型の素材を見てかわいい
と笑顔になったり、悩みながら真剣に作る参加者
の姿を見ると準備して良かったと心がほっとしま
す。こうして活動できるのは、自分に活躍の場を与
えてくれた人たちや側で支えてくれた家族のおか
げ」と感謝の気持ちを口にする。
　「今後、整体師の資格を生かして、お客様にキャ
ンドルの火の揺らぎを感じてもらいながら、心と
体を癒やす取り組みをしたいと考えています」と
新たな試みのため、歩みを進める鈴木さん。多くの
人の心に、温かな明かりを照らす。

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam


